


 

勘  定  科  目 決  算  額 

介護福祉施設介護料収入 169,183,876

居宅介護料収入 90,942,395

居宅介護支援介護料収入 2,808,500

利 用 者 等 利 用 料 収 入 53,340,021

その他の事業収入 615,854

経常経費補助金収入 61,338

寄附金収入 125,000

事業外収入 736,480

雑収入 229,620

借入金利息補助金収入 2,625,000

受取利息配当金収入 725,484

経理区分間繰入金収入 2,902,227

経常活動による収入合計 324,295,795

人件費支出 192,610,784

事務費支出 57,430,536

事業費支出 55,695,574

借入金利息支出 2,625,000

経理区分間繰入金支出 2,902,227

経常活動による支出合計 311,264,121

経常活動資金収支差額 13,031,674

    

施設整備等収入計 0

固定資産取得支出 4,226,920

施設整備等資金収支差額 -4,226,920

    

そ   の   他  の   収   入 2,687,429

財務活動による収入合計 2,687,429

借入金元金償還金支出 12,500,000

その他の支出 3,242,061

財務活動による支出合計 15,742,061

財務活動資金収支差額 -13,054,632

当期資金収支差額合計 -4,249,878

    

前期末支払資金残高 202,382,647

当期末支払資金残高 198,132,769

平成 20 年度事業報告 

 介護保険法の改正によって要介護者ニーズに応じて在宅

重視型利用が叫ばれる中で施設も地域において在宅生活が

継続できるようサービス提供事業所としての役割が重要視

されています。高齢化が進む中で当施設に於いても年間 100
件以上の入所申込があり、何年もの待機期間が余儀なくさ

れているのが現状です。中でも重度の認知症利用者は生命

維持に注意を払わなければならない、危険なリスクが高ま

る為に安全面でのリスクマネジメントが必要であります。

在宅重視の中でショート利用しながら訪問介護や訪問看護

を組み合わせてのサービスを利用する家族も多くなってま

いりました。当法人においても、高齢者が地域で安心して

生活を送る事が出来る施設として一人ひとりの意見を尊重

し、生活の質の向上を目標に運営してまいりました。介護

の現場は重度化が進み、医療ニーズを必要とする利用者も

多くなっています。その中で特に雇用形態の見直しを実施、

様々な時間帯に対応できる人員配置を取り入れ、処遇改善

に取り組んでまいりましたが定着率や専門職として資質の

向上が新たな課題となってまいりました。啓発事業として

は地元小・中・高校生とも世代間交流にも積極的に取り組

み、春・秋の運動会を一緒に開催したり、小学校の運動会

にも招待を受け、児童会で長年取組んでいるリサイクル運

動で得た収益で毎年、車椅子の寄贈を受け、利用者処遇の

一環にさせて頂きました。日常生活においては衣類・お菓

子の出張販売や理・美容出張サービス等潤いのある生活を

提供、ハーモニカ慰問・童謡・唱歌等のボランティア慰問

を受け、料理教室では昔ながらのおやき作り・ご住職の法

話等、心の活性を得る事もできました。ヘルパー資格取得

の為に施設実習を受入れ、多くの皆さんに利用していただ

きました。自然災害に備えて、非常食の備蓄等防災意識の

高揚や特に長野県総合防災訓練には施設として参加し、緊

急対応協定にも取組み、地域住民と支えあう事業にも参加

いたしました。健康管理面では主治医との連携を強化し、

感染症予防対策事業を始め、インフルエンザ予防接種・胸

部レントゲン等健康管理に努め、家族に代わって受診時の

付添いなど幅広く実施してまいりました。特定施設入居者

生活介護事業所においては、今年度は給食業務を施設より

切り離して、地元の業者と提携して単独での業務を開始し、

順調に稼動し始めました。指定基準を厳守し、多様化する

老人福祉ニーズに答えるべく、質の良い介護を目指すとと

もに変化する時代を的確にとらえ、地域に密着した施設運

営に一層の努力をしてまいります。 

平成 20 年度決算公告 

       社会福祉法人    愛 灯 園 

        理 事 長  横 山 〆 作 

資 金 収 支 計 算 書 
(自)平成 20 年 4 月 1 日～（至）平成 21 年 3 月 31 日（単位：円） 



創立記念日・家族会 
 ５月３日（日）創立記念日・家族会が行われ

ました。今年も多くのご家族の皆さんに来てい

ただき、盛大に行われました。 
千草会の皆様による、着物を着たかわいい子供

達による日本舞踊、利用者・ご家族・職員、皆

さん、かわいい姿に心が癒されてました。又、

小山誠治様による、歌を披露して頂き皆さんと

ても喜ばれていました。バイキングでは、家族

の方とテーブルを囲み普段とは違う一面が見

れ、皆さんとてもいい思い出ができました。 

ＡＥＤ講習会 
 ４月２１日（火）小諸消防署より２名の講師をお迎えし、『ＡＥＤ講習会』を開催しました。 
ＡＥＤは、心臓に電気ショックを与え、心室細動から正常に戻す救命救急機器です。音声ガイドにした

がって操作すれば簡単に使用する事ができますが、実際にトレーニング機器を持参していただき、 
心肺蘇生法の手順に従ってのご指導の後、参加者全員が２班に分かれて一人一人体験させていただく事

ができました。その後、実際の現場での具体的な質問が活発に出されていました。その中に救急車を呼

ぶ際の必要な質問事項のやりとりについても説明をして頂き、慌てず、落ちついてを再確認すると共に、

普段の利用者の状態把握に尚一層、気を配り、看介護にあたりたいと話し合いました。 

春の小運動会 
 ６月４日（木）今年も野岸小学校２年生の皆さんが来園され、春の小運動会が行われました。 
小学生に手伝ってもらい紅白玉入れを行ったり、小学生と手を繋ぎ、魚釣りなどを行いとても楽し

い運動会になりました。又、小学生から歌を歌って頂き、元気いっぱいの歌声に元気を頂きました。

普段子供と接することが少ないので、皆さん自分の孫・ひこ孫を見ているようにとても喜ばれてい

ました。運動会が終わった後、小学生一人一人が利用者と握手をして、いい交流が出来ました。今

度は秋の大運動会がありますので楽しみです。 



 

〒384-0805 長野県小諸市字高峯己 1 番地 
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E-Mail：info@aitouen.org 
http://www.aitouen.org 

７月 
・供養塔縁日（１日） 
・合同誕生日会（１８日） 
・リハビリ教室（８日・２３日） 
・ヨーガ教室（７日） 
・介護者教室（２７日） 

『救急看護について』 
・七夕祭り 
・盆踊り・花火大会（２８日） 
・小諸高校文化祭招待 

８月 
・神社祭縁日（３日） 
・合同誕生日会（９日） 
・リハビリ教室（１２日・２１日） 
・ヨーガ教室（２６日） 
・介護者教室（１１日） 

『音楽療法の実技』 
・盆踊り・花火大会（２８日） 
・お盆の帰省 

９月 
・地蔵尊縁日（１日） 
・合同誕生日会（７日） 
・リハビリ教室（９日・１２日） 
・ヨーガ教室（１７日） 
・介護者教室（２日） 

『料理教室』 
・敬老の日・家族会（２０日） 
・地震総合防災訓練 
・野岸小運動会招待 
・坂の上小運動会招待 
・芦原中梅花祭招待 

 平成２１年４月１日以降、平成２１年６月３０日までの協力者を掲載させていただきまし

た。紙上をもってお礼を申しあげます。 
 
飯田 喜美江様 小山 誠治様 千草会：佐藤 和子様・野口 知子様 青木 政文様   
北古賀 理美様 エヌテーエス様 語りの会「ゆい」皆様 童謡・唱歌の会皆様 
歌の慰問：土屋様 ハーモニカ慰問：土屋様 フラプルメリアの皆様 
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編集後記 

いよいよ夏本場です、夏バテ・熱中症・脱水にならな

いように、健康管理に充分気をつけて暑い夏を乗りき

りましょう。 
 


